
【肉用牛・一貫】 （山口県阿武町 （一社）無角和種振興公社）
○（一社）無角和種振興公社の繁殖センターでは、和牛４品種の１つ「無角和種」約１４０頭を繁殖・肥育。

○生産される堆肥を地域の耕種農家へ販売し、地域の稲わらや稲WCSを購入。

○東台飼料畑では、イタリアンライグラスを３番草まで採草し、余剰分については、地域の畜産農家に販売。

○西台放牧場では、４～1１月まで放牧を行い、飼料費低減、繁殖性改善に寄与。

○道の駅阿武町では、生産した堆肥の販売、レストランや直売所で無角和種の牛肉を販売。

２０２２年３月にオープンしたABUキャンプフィールドでも無角和種の牛肉を堪能できる。

【無角和種繁殖センター】
所有・管理：（一社）無角和種振興公社
平成6年9月設立。山口県と阿武萩の9市町村（現萩
市、阿武町）、農協、経済連が参画した第3セクター。隣
接する肥育牛舎（平成8年整備）や阿武町堆肥センター
(平成11年整備）もあわせて当公社が管理運営。
活用事業：平成6年～11年畜産再編基盤整備事業
労働力３名：正職員2名、地域おこし協力隊1名
飼養頭数：繁殖雌牛64頭、子牛28頭、肥育52頭
年間出荷頭数：36頭

【東台飼料畑】
所有：阿武町
管理：（一社）無角和種振興公社
整備事業：平成4年～12年度国営農地再編整備事業
飼料畑面積：20.44ha
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【西台放牧場】
所有：阿武町
管理：（一社）無角和種振興公社
活用事業：平成25年度畜産担い手総合再編整備事業
放牧場面積：15.5ha（牧草区7.8ha、野草区7.7ha）
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ABUキャンプフィールド（道の駅阿武町隣接）馴致場、給水施設（11月の放牧の様子）

●肉用牛飼養頭数の推移 (頭）
R1 R2 R3 R4

阿武町 161 168 158 162
うち無角和種 (119) (135) (140) (144)
山口県計 14,726 14,554 14,918 14,619
※肉専用種（肉用牛のうち肥育用乳用種は除く）※子畜を含む
※山口県畜産振興課調べ各年２月１日現在
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